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「ふゆになると そらからふってくる しろい

もの． それは ゆきんこ」

とてもチャーミングな一文が込められている本

書は，オフィスエムから発行されている科学絵本

シリーズの第 2 弾である．空から降ってくる雪

“ゆきんこ” を主人公にした物語で，雪と人の関わ

りを中心に非常にわかりやすい絵と文章で綴られ

ている．対象は幼児から大人まで幅広く楽しむこ

とができるものと思う．

子どもたちが身近に触れる雪遊びを滑り出し

に，「でも どうして そらからふってくるのだ

ろう？」と疑問を投げかけている．もし子どもに

質問されたらどのように答えたら良いのだろう

か，躊躇する人も少なくないだろう．この疑問か

ら，読者を雪の世界に誘うように本書は始まる．

雪結晶のかたちが多様であることは周知のこと

と思う．しかし，雪は丸いかたちをして降ってく

ると思っている子どもたちがほとんどではないだ

ろうか．これについて本書では「ゆきんこの分身

術」と表現し，雪の結晶を「ロッカさん，カクバ

ンさん…」と可愛らしい絵とともに表現すること

で小さな雪粒たちは，実はおもしろいかたちをし

ている，といった発見につながるのではないだろ

うか．また，本書の巻末には中谷宇吉郎の『雪の

結晶の分類表』が記載されており，子どもの成長

とともに，結晶のかたちが違う理由，「ゆきにかか

れたおはなし」の本書タイトルの意味が理解され

ることと望まれる．

近年，大気汚染が深刻になる中，大気中のチリ

や埃（エアロゾル）を付着させながら降雪する雪

について着目することも重要なテーマと言える．

教育の観点から，本書は子どもたちに「ゆきんこ

は そらのおそうじやさんなんだ！」と投げかけ

ている．また，「ゆきんこがたくさんふったあと

に おひさまがでてくると くうきが きれいに

なっていませんか？」といった問いから，雪だけ

に限らず，空（大気）など身の回りの環境への興

味が波生することも期待できる．

さて，雪はどのような過程を経て地上に降るの

だろうか．この疑問についても，子どもに上手に

説明できるだろうか．少し難しい雪雲の生成過程

から，降雪および積雪についても触れられている．

これから読む読者の妨げになるので詳細は省く

が，まさに雪氷研究のエッセンスが散りばめられ

ている．雪氷物理化学を基にすれば実に奥深い内

容であることが即座に理解できる．それを簡潔か

つ丁寧に子ども向けに解りやすく紹介している本

書に驚きを隠さずにはいられない．また，雪が

人々に与える恵みを紹介し，「ざらめゆきがみら

れるようになれば はるはすぐそこ！」とあるよ

うに，可愛らしい絵と併せて雪を通した季節も如

実に表現されている．

このように本書は，奥深い雪氷研究を垣間見な

がら、『温かい雪の世界』を学ぶ楽しさを教えてく

れる．
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